
  ・広野町復興計画（第一次）（H24.3.1)

・帰還、定住の加速化（帰還・再生加速事業や特区制度の活用等） 検 討 実 施 避難住民への丁寧な情報提供（復興状況）等

・広野町復興計画（第二次）の策定 策 定 公表

・防災計画（原子力災害対策編）の策定

 ・長期避難者の受け入れを含めたコンパクトタウン(住宅地)整備の検討

・開発整備区画（１期、２期）の整備 第 1 期 第 2 期

 ・津波被災者向けの災害公営住宅48戸（集合型38戸、戸建10戸）の整備（H26.9完成予定） 造 成 建 設 工 事

 ・被災者の需要を把握し、災害公営住宅（26戸、追加分）建設の検討

   ・町道等をきれいに除草（安全な通行確保のために） 除草実施

・町営住宅の畳やふすまなどを新しく（入居は順次可能） 修繕実施

・公民館等社会教育施設等をきれいに清掃 清掃

・避難所である広野中学校体育館をリニューアル 設 計 改 修 工 事

 ・Ｊヴィレッジスタジアム返還計画の検討

 ・二ツ沼総合公園等の返還による町民帰還の促進

・二ツ沼総合公園等の施設、遊具をリニューアル 改 修 工 事

・事業者の移転先(用地）の確保

・防災行政無線（個別受信機）の配備 改 修 実 施

・防潮堤の復旧（海岸災害復旧事業） 工 事 実 施

・防災緑地（浅見川～北迫川間）の整備 測量・調査・設計 用 地 買 収 ・ 工 事 実 施

・防災センター、備蓄倉庫の整備 整 備 工 事

・防災拠点施設（広野小学校体育館・公民館・広野町役場等）へのソーラーパネル設置 設 計 設 置 工 事

  ・除染実施計画策定・公表（H24.6.12）

・H24年度末までに文教施設、公共施設除染終了（実施済） 終了

・H25.5.23現在、同意済の家屋（家屋・敷地）除染終了（町内全家屋の96%終了） 同意済家屋終了

・H24年度末までに農地はほぼ除染を終了 ほぼ終了

・H27年度末までに、町内全域の森林等の除染を終了予定 除 染 工 事

 ・被ばく線量の管理を目的とした個人線量計（ガラスバッチ）を全町民に配布 配 布

・全町民の内部被ばく検査の実施 検 査 実 施

・震災時点で１８歳までの町民の甲状腺検査の実施 検 査 実 施

 ・パトロール隊を編成し、町内全域を警戒パトロール（H23年から継続実施） 実 施 実 施 検 討
H26年度以降の事業実施について、検討。

・町内全域の防犯灯取り替え・新設の実施 改 修 工 事

広野町早期帰還・定住環境整備工程表

広野町・福島県・復興庁

必要な帰還・定住環境 環境整備の方向性

平成25年度 平成26年度 平成27年度

平成28年度以降 備考

定住支援策についても併せて検討。

４月 ７月 10月 １月 ４月 ７月 10月 １月 ４月 ７月 10月 １月

時期区分

災害公営住宅

帰還準備

Jヴィレッジ
二ツ沼総合公園

除
染
終
了

関連する計画

復興のシンボル事業
（広野駅東側開発整備）

防災

復興事業との計画調整が必要

復興事業との計画調整が必要

除染

防犯・見守り

被ばく線量管理

復旧期（3年間） 前期復興期（3年間）

設計 造成 建設工事

工程表の凡例

実線矢印：実施及び実施時期が決定している事項

点線矢印：実施は決定しているが、実施時期・終期が見込みにくい事項

着色のみ：相手方との調整など、実施に向けて協議・検討中の事項



必要な帰還・定住環境 環境整備の方向性

平成25年度 平成26年度 平成27年度

平成28年度以降 備考

４月 ７月 10月 １月 ４月 ７月 10月 １月 ４月 ７月 10月 １月

   ・高野病院（内科）の再開 再 開 済

・馬場医院の再開（月・火・木・金曜日） 再 開 済

・甲状腺検査機、ＷＢＣの導入（これにより、甲状腺検査及び内部被ばく検査の実施：再掲） 導入

・救急医療体制の充実に向けた検討

 ・花ぶさ苑（特別養護老人ホーム、現在20名入所）事業再開(H24.4） 再 開 済

・広桜荘（老人デイサービスセンター）事業再開(H24.4.1) 再 開 済

  ・商業者の事業再開支援（小売業者の６割が事業再開。商工会員の8割が事業再開)

・新たな商業環境（商業施設）の整備（スーパー、ショッピングセンター等）について検討

 ・広野小、広野中が広野町本校舎で授業再開（H24.8.27） 再 開 済

・県立高校の郡内再開への働きかけ（双葉郡町村長会議等で協議）

・中高一貫校の南双葉への設置に向けた検討 開校

・新たな広野町教育プログラムの検討

再 開 済

・廃炉関係企業、新規立地企業への事業所・宿舎等確保

・広野駅東側整備事業地を含め、新たな事業用地の確保

作 付 再 開

・農地、農業用水利施設復旧工事の実施 設 計 復 旧 工 事

・植物工場の計画・整備について検討

復 旧 済

復 旧 済

・町道については、１１路線が被災し８路線は平成24年度中に復旧済。残り３路線の復旧  復 旧 工 事

 ・高速バス路線の再開の要請（東京～広野間）

・町民バスの運行(実施済) 運 行

助 成 実 施 実 施 検 討 運賃の１／２補助

・一般廃棄物平常どおり回収（生活ゴミは南部衛生センター（楢葉町）で処理中） 平 常 ど お り 回 収

 仮設 処理施設造成・建設工事 減 容 化 処 理

平 常 ど お り 回 収

医
療
・
福
祉

医療

福祉・介護

商業

広野町商工会等と連携し、事業所再開、
新たな事業展開を図る。

教
育
・
保
育

学校
（小・中・高）

保育・幼児教育 ・広野保育所、広野幼稚園、広野児童館が再開（H24.8.27）

・上水道の復旧（配水施設・給水施設の復旧実施）
復興計画に基づき実施計画を作成する

津波被災地区
の上下水道

・下水道復旧済（広野浄化センター・下水管渠４１箇所）

・下水道の復旧（３個所の下水管渠と河川横断管渠の復旧）

農業

・H25年度水稲作付、発災前の作付け面積205haに対して110haを実施（3年ぶりに田植え）
作付け面積を毎年30ha増加させ、230haを
目標値とする

・し尿処理施設の稼働（汚泥再生処理センター）

ごみ処理

・し尿の回収（平常通り回収）
被災後,圏外への委託処理実施中。今後平成２
６年度中の汚泥再生処理センター復旧・稼働に
向けて取り組む

・仮設処理施設の建設、減容化処理《平成25年11月仮設処理施設造成工事着工、平成27年度から
減容化処理開始予定》

産
業
・
雇
用

企業誘致

バス

電車
・ＪＲ常磐線広野駅利用者への運賃助成（定期券、回数乗車券、往復乗車券）などによりＪＲの
利用者を増やすとともに、ＪＲ常磐線広野駅の利便性の向上要請(ダイヤの増便、特急運行等)

上
下
水
道

津波被災地区以外
の上下水道

・上水道復旧済

県の河川災害復旧事業と並行して実施す
ることから、県との計画調整が必要

交
通

道路

2路線は県河川災害復旧事業
1路線は復興交付金事業で整備

旧警戒区域を含む区間の開通時期は工事
発生材の処理、供用形態、アクセス道路
の復旧等について関係機関との調整が整
うことを前提

・常磐道の全線開通

常磐富岡IC～広野ICの復旧工事

南相馬IC～浪江ICの整備工事

山元IC～相馬ICの整備工事

浪江IC～常磐富岡ICの整備工事は平成26年度開通区間から大きく遅れない時期を開通目標

実 施 計 画 協 議 ・ 工 事

設 計 工 事

協 議 ・ 調 査 ・ 工 事


